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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・広報・記録委員会より

H29年度For秋冬号の表紙・裏表紙に使用する写真の募集について

募集期間:10/6(金)～10/20(金)　　　送り先:青陽館　馬場までWIZメールにて提出

・佐々木利佳様の利用について

　10/16（月）正式利用開始予定だが、利用日は未定。10/12（木）15：30退院後、家族と来所し契約等書類作成行う予定。本日マイカー通所申請書類受領している。
・笹目子誠様～10/25（水）より正式利用以開始予定。利用日について父様は毎日の利用を希望していたが、本人の希望により月1回の利用となる。

[提出期限]

・10/13（金）9月分経過録の電子カルテへのアップデート
・10/20（金）プログラムテキスト

＜利用者様情報＞

デイケア

・松川　順子　様～朝電話があり「今日はどうも行く気にはなれないので休みたいです。」と話している。具体的な症状はないが「体も心もパッとしなくて、どうしても行く気にはなれないんです」と話している。1人では心配であるため、デイケアに来て体調について相談したり休みたい場合は静養室の利用が可能であることを伝えるが「…やっぱり行く気にはなれないです」と答えている。その後も10：30に電話連絡があり「行こうかな」「やっぱりいいです」と話している。12：20に再度電話があり「風呂どうしよう」と話しており、来所してもよいことを伝えるが「考えてみます。」と話し、電話を終えている。本日はデイケア欠席となっている。

・松倉　健一　様～来所時間を過ぎても来所していないため自宅へ電話し、母様に来所していないことを伝えると、弁当を持って出掛けたが、雨が降ってきたのでまた戻って来たと話している。欠席する際には連絡がほしいことを伝えている。
・繁名　和恵　様～スタッフに幻聴の事で話があるから聞いてほしい」と相談している。内容は話し相手と離れて座るとその間に幻聴が聞こえてきて話がかみ合わなくなり相手に不快な思いをさせているのではないかと不安になるとのこと。気になった時は相手に自分の状態を伝えたり、相手に確認するという方法があることを伝えると「その時は幻聴だと気づかない時もあるんです」と答えている。スタッフが話を聞いていると「デイケアに来て生活リズムを作って、ＳＳＴやって勉強して頑張って、木曜日はゆっくり休んでストレスをためないようにします。ありがとうございました。」と笑顔を見せている。

・石井　幸子　様～本日体験利用予定だったが、午前はトイレに入ったまま出てこなかったと病棟職員からの情報提供があり、来所せず。午後の利用については様子を見ながら促していく予定とのこと。
デイナイトケア
・奥山　以依子様～青風荘より情報提供あり、睡眠時間を確認したところ、22：00～2：00か3：00の4～5時間となっている。眠くはないと話しており、来所後も居眠りなく午前のプログラムに参加している。今後も、居眠りや眠そうな様子がないか観察していく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、昨日排便が5日間ないとのことで、就床前薬にシンラック40滴滴下。今朝「出ない」と話しているが、腹痛などはないとのこと。午前中も便が出ていないこと話しており、昼食後にアローゼンを服用している。引き続き、排便状況を観察していく。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後ホールをウロウロしており、嗜好品要求が数度ある等、落ち着かない様子が窺えている。また、朝食時拒否があり、スタッフの促しで牛乳のみ摂取したとのこと。本日は、午前中のプログラムでの退席が目立っており、昼食はほぼ全量摂取している。

・古舘　正行　様～青風荘より情報提供があり、帰荘後、独語や手指振戦が見られていたが、本日来所後は独語や手指振戦は見られておらず、プログラムへには問題なく参加している。
・田中　一　　様～来所時に眠気の訴え聞かれ、睡眠時間について尋ねると1時間程度であるとのこと。眠気がある為、静養室での休養を希望しており、昼食前まで休養している。昼食後、眠気について尋ねると「大丈夫です」と話しており、睡眠以外の生活状況を確認すると朝食を抜くことが多いと話している為、今後三食しっかり食べ夜は早めに寝るよう伝えると「わかりました」と答えている。

ナイトケア
・八木橋　牧雄様～昨日来所時の体温測定にて、37.2℃となっており、体調を確認している。特に具合は悪くないとのことで、腰痛はあるとのことだが、その他不調はないと話している。体温再検の結果、36.9℃となっており、時間が経過しても体調に変化はない。現在仕事で農作業を行っているとのことで、体調に注意しながら仕事を行っていくよう促している。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（　鈴木　真知子　様）

実施日：H29年10月11日（水）13：30～14：00

担当：工藤

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	鈴木真知子
	性別
	女
	年齢
	55
	生年月日
	昭和37年4月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・疾病への理解、服薬の習慣化

・病状、生活リズムの安定（共同生活でのマナーを覚える）

・対人交流技能の向上

	本人希望
	お家に帰りたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　6回（最終：H29年7月14日～H29年8月25日　　青南病院）

	通所歴
	　2回目

· 今回：平成H29年8月28日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
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・保護者は長姉（看護師）

・入院前に同居していたのは次兄、次姉。次姉は精神科疾患がある。

・兄弟は治療に非協力的で、本人に無関心である。

・浪費があり、本人が母様の貯金を使ってしまったことがある。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	年金受給要件なし
	他H26.1.14～生活保護受給


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、青風荘での生活を維持しながらデイナイトケアへ通所する。
	①自分の体調に気をつけ、排便状況を自分で把握することができる。
	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	①体調不良を訴えた際はバイタル測定を行い確認。また、排便の有無を確認する。

	
	②デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	②プログラムに休まず参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	②帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認し適宜アドバイスを行う。

	
	③スタッフに指摘されたことは、直ぐに行動し直すことが出来る。
	③自分のロッカーや巾着袋を綺麗に保つ。
	③帰荘時、本人のロッカーや巾着袋、コップが綺麗に保たれているか確認する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	・スタッフからの声掛けで、不調を訴えることが多い。時折、自分から不調を訴えることがある。不調時は、独語が聞かれており、飲水量が多い。

・先週は、タオルを濡らしたため、青風荘取りに行きたいと話しており、青風荘スタッフがタオルを持って来てくれることを伝えるが、一人で階段を降りようとし介入要している。また、特定利用者（板橋様）に、突然「あんたなんなのよ」と強い口調で話し、「聞こえてきた」「変に見える」、板橋様が笑っていると繰り返し話すが、笑っている様子は見られていない。
	スタッフの声掛けで、自分から不調を訴えるが、発言内容も乏しいため、スタッフから聞きだし不調を把握している。今回は、行動の振り返りを通して、スタッフと一緒に板橋様へ謝罪しており、適宜介入要するため、目標を継続とする。　　　　　　　　

身体面では、便秘が改善されているため、短期目標をはずしている。

	②プログラムに休まず、参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	・不調時は、プログラムには、参加することはできていない。1日椅子に座って過ごしており、独語聞かれている。通所の必要性を感じておらず、本人希望は家に帰りたいと話すが、家族は自宅での生活に対して拒否（病状悪化への懸念等）している状況。
	・不調時はプログラムには、参加できていない。スタッフの声掛け要すため目標継続とする。
・今後、現在の生活が維持でき、生きがいとなるものや興味を持てるものに向かって、少しずつ取り組めるようサポートを続ける必要がある。

	③自分のロッカーを綺麗に保つ。
	・ロッカーはスタッフの介入で綺麗にすることができている。
	今後も、ロッカーを綺麗に保つことが継続できるよう、目標継続とする。

	その他
	・保清に問題あり、見た目を綺麗にすることは出来るが、綺麗を保つことが出来ない。
・コップを洗わず使用することがある。コップ洗いの声掛けをしているが、きちんと洗えていないことがある。

・コップを持ってトイレに入ることがあるため不衛生であるため声掛け要す。
	・現状から、不衛生への意識がないことから、目標を継続していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、青風荘での生活を維持しながらデイナイトケアへ通所する。
	①自分の体調に気をつけ、自分で把握することができる。
	①不調をスタッフに伝えられるようになる。
	①精神面での不調の際は、話を傾聴し、病状悪化を防ぐ。

	
	②デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	②プログラムに休まず参加する。プログラムに不参加となる際はスタッフに伝える。
	②帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認し、適宜アドバイスを行う。

	
	③スタッフに指摘されたことは、行動し直すことが出来る。
	③自分のロッカーを綺麗に保つ。また、コップは洗剤を使って洗い、所定の場所にもどすことができる。
	③帰荘時、本人のロッカーや、コップが綺麗に保たれているか確認する。清潔、不衛生が認識できるように、スタッフは介入する。


↑保護者














